	平成２７年度第４回大阪府河川整備審議会　傍聴者意見

	開　催　日　時

場　　　　　所
	平成２７年９月２５日（金）１８：００～２０：２５
大阪府公館

	（大阪市　中村氏）
発言内容
大阪市の住之江区の中村です。芦田川の本文の5ページと11ページのところで、よく私が理解していないことと、地理感がないことと、本文を十分読んでいないということで、もしかしたら認識不足であったり、誤解しているかもわかりませんが、少なくとも今、L2津波において破損する部分があるというような表現があったんですが、それはどういう時、どういう計算であったかが、本当は付けてないとわからないところですが、少なくとも私の地理感で言えば、この11ページの浜寺水路については、北も南もよくわからないですけど、南側から津波が入ってくるか、北側から入ってくるか、あるいは同時に入ってきてどこかでぶつかって流速がなくなってくるか、何かのケースが起きているんじゃないかと思います。まずそういうものを、この津波の議論される時には明記されたらどうだろうかなと、素人的に思いました。

また、この水門がこの地図で、これも地理感がなくて悪いんですけど、感覚的には20メーターぐらい、この浜寺水路から入ったところに直角にかかっているのが芦田川水門ではないかと思います。20メーターぐらいであれば、何百メーターの波長の津波が来ているわけですから、ここから20メーターにその水位を変動させるというのは、これも根拠はないんですけども、多分、高潮等でヘッドロスによって水面が動いていくような挙動ではないかなと思います。

したがって、もう少し津波の波力の評価の仕方を、どういうかたちで、どうやってられるかというようなことになれば、L2津波についての破損というようなことはほとんど起きてこないと直感的には思うので、ぜひご検討いただけたらと思います。


